




障がい者
を巡る現　
状と課題

取組みに
むけた　　　
協議より

●学校卒業後の障がい者対象の学びの取り組みは少ない
●障がい者のニーズ、保護者のニーズなどの掌握はできていない
●障がい者支援団体からの状況を聞くことができた
●障がい者社会参加に向けた学びの創造が必要な認識ができた

■障がい者事業専門部会等からの意見・視点
・　障がいの分野・状況が多岐にわたる。対象を絞った取り組みが必要

・　
・　コロナ禍で人が集まることには制限がある。（集めにくい）
・　
・　コンセプトを決めてから募集する形で推進したほうが良い。
・　障がい者の実態としては 課題もある。
・　取り組みを行う理由を明確にした方が良い。
・　施設利用者を対象にした取り組みはどうか。

① 支援学校卒業者 　　支援学校経由で周知　

② 作業所通所者 　　作業所経由で周知

ねらい 内容 対象 運営体制

・　支援学校卒業者に対してのフォローが必要ではないか
みだしなみ、礼儀作法、金銭感覚の学びなどは重要

公民館などで行うことが望ましい。

「趣味がない」「出会いがない」
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